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「病院の脳（brain）」と呼ばれる診療情報管理士の役割と価値 
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診療記録は急性期病院だけでなく、回復期リハビリテーションや感染症指定医療機関、

重症心身障害、神経・筋難病の専門病院といったセーフティーネット分野の医療機関でも

重要な基盤であり、すべての医療機関に存在します。また診療情報の在り方は、DX や生成

AI の普及により「紙媒体や個別システムでの記録・保管」から「AI による自動生成やデ

ータ連携による共有」へ変わってきています。 

診療情報の新たな業務として AI 導入に加え HL7 CDA の利用による診療記録管理、監査

業務の迅速化・効率化が進められます。日々の電子カルテの経過記録やプログレスノート

からデータを抽出・流用ができるようになり、退院前から記録の適格性や診療内容の妥当

性を確認することができます。さらに AI の導入を契機とした入院中の適時監査がさらに

容易になることも予想されることから、診療情報管理士はツールを的確に活用し、監査業

務の中核として診療記録の精度を上げ、柔軟性と状況適応能力をもって、最善な運用を提

案することができる専門職といえます。 

多職種間で診療情報を共有しながらチーム医療を進める際に、病院全体の運営に関わる

医療情報の管理と分析が求められます。医療現場における「経営や事務の論理（数字）」

と「臨床の論理（目の前の命）」のずれがあり、立場や職種によって見えている景色も違

います。診療情報管理士の立ち位置の特性として、医療を俯瞰的視点から捉えられること

で、患者の意思決定、病院経営、医療安全などに貢献できます。多職種間の壁や溝を埋め

て、コンセンサスを得ながら、最も摩擦が少ない提案で業務改善を繰り返すことができる

中心的な役割といえます。 

電子カルテから発生するデータはいわゆる生データであり、データの集合体をどう分析

して解釈するかはデータ駆動型の意思決定における最も重要なプロセスです。職種ごとの

視点の違いから得られる「インフォメーション」を検討して、包括的な視点で得られるも

のを患者に提示することで、よりよい意思決定に資することができます。 

医療現場において診療情報管理士は柔軟性と俯瞰的視点をもつ職種であり、今後さらな

る活躍に期待しています。 
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